
分析法フローチャート調査対象物質 備　　考

＜分析原理＞
 LC/MS/MS-SRM-ESI-ポジティブ

＜検出下限値＞
 【水質】（ng/Ｌ）

　 [12] 8.5

＜分析条件＞

   LC：Waters 2695注1

   MS：Quattro micro API注1

 カラム

   ODS-SR-5注1

   250mm×2.0mm、5μm

＜注＞次に示す方法を採用した例もあった。

1:サロゲート溶液の添加量を10ngとし、精製水での洗浄を2回とし、溶出においてアセトニトリルの量を10mLとした。また、

測定機器としてLCはShimadzu Prominence System、MSはAPI3200、カラムはInertsil ODS-3を使用した。

2:精製で2mLに定容した。
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